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　【通常年】指定管理者評価結果

●施設担当課分析・評価

・評価すべき点

・改善すべき点、要望点

・総合分析、評価

施設名 内　　容

図書館

・新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底し、利用者及び職員の安全を確保する

意識の高さが認められる。

・自主事業での電子図書館の導入、郷土資料のデジタル化等新たな事業に取り組み、利用

者の利便性向上に努めた。

・新型コロナウイルス感染症対策に万全を期し事業展開に取り組み、参加者に喜んでもら

えるイベント開催を実施した。特に特別使用による利用料収入を得たことは評価する。

・増員した司書１名を学校図書に係わる専属司書とし、児童生徒や教員からの司書の認知

が進んだことは、学校連携事業や学校司書派遣事業にもプラスとなったものと評価する。

　アクティブラーニング推進により、学びの場がこれまでの「受動的な学習」から「積極的・能動的な学習」へと移

行しており、図書館も「静かに読書をして過ごす場」から、グループ・ディスカッション等による問題解決学習・調

査学習する場への対応を求められています。

　栗山町図書館においても町民に親しまる図書館をめざし、利用者サービス拡充としてWi-Fi環境整備、電子図書館

導入、資料のデジタル化、学習の場としてギャラリーの開放など多くの新しい取り組みを実践してきていますが、今

後も利用者ニーズを把握した中で指定管理者らしい新たな事業展開を実施していただきたい。

施設名 内　　容

図書館

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、事業も含め図書館利用者が低迷している。

利用者人数だけで評価はできないが、事業開催時期、周知方法、内容等改善に取り組み参

加者の獲得に努めることで、町民に愛される図書館を目指していただきたい。



●評価委員意見

・総合評価

【評価すべき点】

・コロナ禍により利用者が減少しているが、電子図書館の導入や資料デジタル化などの新たな取り組みにより、利便

性が向上した。

・増員した学校図書館専属の司書が、児童や教員などに定着し、教育現場に有効に活用された。

・幅広い世代が利用する施設であるが、新型コロナウイルス感染症対策として検温・消毒を徹底し、利用者の安全を

確保している。

・コロナ禍においても、安全性を確保しつつ工夫を凝らして事業を実施している。自主事業であるハロウィンイベン

トでは目標値を超える参加者数を獲得した。

・全学校図書館にリーディングトラッカー（読書補助具）の設置を提案し利用されるようになった事例など、読書が

苦手な人にも本に親しんでもらいたい意識が感じられる。

【評価できない点・改善及び対応要望点】

・新型コロナウイルス感染症が終息した後には、以前より利用される図書館になるよう新しい企画の考案に期待した

い。

・過去の新聞等が保管されており、資料提供をしてもらえるなど認知されていないサービスがたくさんあると思う。

町民の皆さんにもっと周知すれば利用率向上につながると思う。

・これからの図書館の在り方として「コロナ禍での新しいスタイル」と「移り変わる学びの場」への対応が必要にな

ると思うが、今後も新たな取り組みに期待したい。

・図書宅配サービス事業は利用実績がなかったため、対象者がより利用しやすい仕組みづくりを再考してほしい。



●実績数値等

事業数 参加人数 事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値※¹① 11,646人 1,145人 44% 650,962円

目標値② 11,550人 17事業 6630人 11事業 1,045人

実績③ 8,415人 645人 52% 14事業 6395人 9事業 800人 0円 623,462円

増減③-①※² △3,231人 △500人 8% -3事業 △235人 -2事業 △ 245人 △ 27,500円

基準値対比③/①※³ 72% 56% 118% 82% 96% 82% 77% 96%

※¹利用者数、施設稼働率の基準値は平成28年度～令和2年度実績の平均値

※²委託事業の実施状況、自主事業の実施状況、利用者アンケートは実績③-目標値②を記載

※³委託事業の実施状況、自主事業の実施状況、利用者アンケートは実績③/目標値②を記載

地元発注状況

図書館

施設名 区分
利用者数

（総数）

利用者数

（町外利用者）
施設稼働率

委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート
利用料金収入状況


